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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月26日(2019.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膨張式装置にトレースを適用するための機器であって、
　内部で長手方向に延びるキャビティと壁とを有する本体と、
　前記壁にあって前記キャビティ内へ通じる１つ以上の長手方向に延びる開口であって、
前記キャビティ内に配置される膨張式装置が前記壁によって部分的に覆われるとともに前
記１つ以上の開口によって部分的に覆われないようになっている、１つ以上の長手方向に
延びる開口と、
　を備え、
　前記１つ以上の開口が、前記壁によって覆われる前記膨張式装置の部分に対する導電性
材料の適用を阻止しつつ覆われない前記膨張式装置の部分に対する前記導電性材料の適用
を可能にするように構成される、
　機器。
【請求項２】
　前記本体が、前記キャビティを形成するために互いに係合するように構成される第１の
部分及び第２の部分を備える請求項１に記載の機器。
【請求項３】
　前記１つ以上の開口がそれぞれ電極部及び導体部を備える請求項１又は２に記載の機器
。
【請求項４】
　前記電極部が、前記膨張式装置の膨張可能部に隣接して配置されるように構成され、前
記導体部が、前記膨張式装置のシャフトに隣接して配置されるように構成される請求項３
に記載の機器。
【請求項５】
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　膨張式装置に導電トレースを適用するための方法であって、
　内部で長手方向に延びるキャビティと壁とを有する本体内に膨張式装置を配置するステ
ップであって、前記本体が、前記壁にあって前記キャビティ内へ通じる１つ以上の長手方
向に延びる開口を含み、前記キャビティ内に配置される前記膨張式装置が前記壁によって
部分的に覆われるとともに前記１つ以上の開口によって部分的に覆われないようになって
いる、ステップと、
　前記膨張式装置の一部に対して導電性材料を適用するステップと、
　前記本体からの前記膨張式装置の除去中に前記導電性材料が著しく変化しない状態にあ
るとき、前記膨張式装置を前記本体から除去するステップと、
　を含む方法。
【請求項６】
　前記本体が、互いに係合して前記キャビティを形成するように構成される第１の部分及
び第２の部分を備える請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つ以上の開口がそれぞれ電極部及び導体部を備える請求項５又は６に記載の方法
。
【請求項８】
　前記電極部が、前記膨張式装置の膨張可能部に隣接して配置されるように構成され、前
記導体部が、前記膨張式装置のシャフトに隣接して配置されるように構成される請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　導電性材料ステップを適用した後に、前記膨張式装置の少なくとも一部に誘電体材料を
適用するステップを更に含む請求項５～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　膨張式装置にトレースを適用するための機器であって、
　内部で長手方向に延びるキャビティと壁とを有する本体と、
　前記壁にあって前記キャビティ内へ通じる１つ以上の長手方向に延びる開口であって、
前記キャビティ内に配置される膨張式装置が前記壁によって部分的に覆われるとともに前
記１つ以上の開口によって部分的に覆われないようになっている、１つ以上の長手方向に
延びる開口と、
　を備え、
　前記１つ以上の開口が、前記壁によって覆われる前記膨張式装置の部分に対する導電性
材料の適用を阻止しつつ覆われない前記膨張式装置の部分に対する材料の適用を可能にす
るように構成され、前記材料が、流動可能状態で適用されて非流動可能状態又は略非流動
可能状態へ変化可能であるように構成される、
　機器。
【請求項１１】
　前記材料が導電性材料である請求項１０に記載の機器。
【請求項１２】
　前記材料が非導電性材料である請求項１０に記載の機器。
【請求項１３】
　前記材料が抵抗材料である請求項１０に記載の機器。
【請求項１４】
　前記材料が、噴霧、霧化、スパッタリング、又は、蒸着のうちの少なくとも１つによっ
て適用されるように構成される請求項１０～１３のいずれか一項に記載の機器。
【請求項１５】
　前記材料が放射線不透過性材料である請求項１０に記載の機器。
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